
平成２４年第３回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
４番 
 立 野 広 志 

 

 
１．温泉中学校下の道道に

おける地域住民・子ども

たちの命を守るための

交通安全対策について 
 
 
 
 
 
 
２．津波対策及び次期噴火

に備えた防災対策の強

化について 
 

 

 

 

 

３．洞爺高校をめぐる対応

と住民自治について 
 
 
 

 
（１）洞爺湖温泉中学校下の道路横断における危

険性をどの程度認識していたか。 
（２）町は地域住民などの要望にどう応えようと

してきたのか。 
（３）１１歳の幼い命に報いるためにも、安全対

策を真剣に求めていくべきではないか。 
（４）温泉地域における救急車の現地到着時間が

かかり過ぎるとの指摘もあるが、実際の状況は

どうであったのか、検証すべきではないか。 
 
（１）地域防災計画の見直し作業の進捗状況、地

域住民の意見や要望をどのように反映させたも

のにするのか。 
（２）津波や噴火など災害の種別ごとの避難区域

や避難先の準備、避難の方法など机上の計画か

ら実践的な訓練を繰り返し行い、次期災害に備

えた防災計画の精査を行うべきではないか。 
 

（１）洞爺高校の存続をめぐるこの間の住民対応

についての認識は。 
（２）この間の対応の問題や指摘事項に対する検

討は行われていたのか。 
（３）町の方針決定に至る手法とその後の対応は、

不十分な情報提供、言葉だけの合意形成に向け

た努力など、住民自治を軽視するものであり、

町長の政治姿勢が問われる問題ではないか。 
（４）住民自治の基本理念や町政運営の基本原則

をどのように認識されているのか。 

① 
 

 ６番 
 佐々木 良 一 

 
１．洞爺地区の町づくりと

地域振興策について 
 
 
 
 
 
 
 
２．自然再生エネルギーの

利活用について 

 
（１）ポスト洞爺高校の問題が提起されているが、

洞爺地区の地域振興策を含めたまちづくりをど

の様に進めていくのか伺う。 
  ①まちづくり審議会や検討委員会等、町民の

意思をどのように反映した議論を進めてい

くのか、その手法については。 
②いつ頃までに目処をつけるのか、その次期

と具現化のための取り組みについては。 
 

（１）今、世界中でエネルギー問題が再考させられ

ている。日本においても各自治体や企業が色々な

部分において新たな開発に挑んでいる。自然再生

エネルギーを利用した環境政策の充実を計らな

ければならないと考えるが、民間オファーも含

め、現在の状況と今後の取り組みについて伺う。 

② 
 



平成２４年第３回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
３番 
 松 井 保 明 
 
 

 

 
１．地方分権改革推進法

について 
 
 
 
 
 
 
 
２．バス交通網の整備に

ついて 
 
 
 
 
 
 
 
３．地域活性化について

（洞爺地区） 

 
（１）地方分権改革推進計画の第２次一括法で「基

礎自治体への権限委譲（47 法律）」に伴う町政
運営への波及は。 
（２）「義務付け」、「枠付け」の見直しと条例制定権

の拡大（160法律）に伴う議会及び住民への対応は。 
（３）分権改革推進にあたり、町政運営に対して

のリーダーシップとしてはいかなる姿勢で対応

するのか。 
 
（１）平成２４年度の町政執行方針による、バス

路線の見直しの目的と期待するものは何か。 
（２）バス事業の一元化についての考えは。 
（３）財政の健全化を強化する面から、バス事業に

対する補助制度を見直しする考えはあるのか。 
（４）バス事業に対して、住民の理解と協力を得

るために利用者等を含め「バス事業検討委員会」

（仮称）設置の考えは。 
 
（１）地域限定の「企業立地促進条例」制定につ

いての考えは。 
（２）６次産業法の活用と酪農大学との連携によ

る起業に対する支援策についての考えは。 

③ 
 

１３番 
 七 戸 輝 彦 

 
１．「釜石の奇跡」に学ぶ

防災教育について 

  

  

 

 

２．「しあわせのパン」効

果について 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

３．２０１０年「砂川政教

分離訴訟」最高裁大法廷

判決後の町の対応は 

 

（１）道の新しい津波予想マップが示された。この

事について町はどのように避難計画を見直ししよ

うとしているのか。 

（２）群馬大学大学院、片田教授の防災教育が注目さ

れている。学校等の防災教育に取り入れる考えは。

 

（１）映画「しあわせのパン」の観光に対する効果が

期待されていた。雪のある時期から、ロケ地を訪れ

ていたファンがたくさんおられたが、現在の状況は。

（２）「ロケ地案内板を早急に設置する」と議会で聞

いていた。その後設置されたと聞いたが、車で通

るとわからない。看板が目立たないのは環境問題

配慮か。その経緯は。 

（３）未だに設置するとされていたモニュメントも

見あたらない。映画の封切が今年 1月で、すでに

ＤＶＤ化もされた。今はもう 9月。もうすぐ次の

冬が来るが。 

 

（１）判決時点では、洞爺湖町においても違憲状態

の町有地が複数あった。その後の経過は。 

（２）今後の対応はどのように考えているか。 

④ 
 



平成２４年第３回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
８番 
 岡 崎   訓 

 
１．洞爺地区の安心安全な

町づくりについて  
 
 
２．洞爺地区の町づくりと

洞爺高校について  
 

 
（１）洞爺地区の各所に街路灯があるが、現状は

どの様になっているか伺う。 

（２）今後の街路灯の維持管理について伺う。 
 
（１）人口減少が最近目立って進む中、洞爺地区

の振興策は。 
（２）地域に根ざした洞爺高校（約１００名）は、

町づくりの中で経済的。地域交流の場として影響

は大きいが、どの様に受け止めているのか伺う。 
（３）代替案を１年前に質問したが、どの様に検討

されてきたのか。実施の時期は。今一度伺いたい。 

⑤ 
 

 １２番 
 大 西   智 
  

 

 

１．上水道、簡易水道の各

種施設について 

  

  

 

 

２．水資源保全地域の指定

について 

  

３．農業の補助事業につい

て 

  

  
 

 
（１）配水管の漏水と老朽化が進んでいるが現状は。

（２）各水源（水質について）の町民からの要望

はあるのか。 

（３）本町地区の水源を今後どのように考えてい

くのか。 

  

（１）地域指定の計画をどのように考えているのか。

（２）道条例で水資源の保全ができるのか。 

  

（１）農業者に対して各関係機関からの補助事業

をどのように通知しているのか、又農業者から

の声は。 

（２）近隣の市町村からみて補助事業の情報が遅

いように感じるが。 

⑥ 
 

９番 
 下 道 英 明 

 
１．新たな定住と交流を生

む町づくりについて 

 
 
 
 
 

 

（１）町内人口の減少下、移住、定住対策の直近

の進捗状況を伺う。 

（２）「洞爺湖町まちづくり総合計画」の後期計画

が策定され、空き家、空き地等の入りの施策は

ある。出の施策「廃屋対策」のビジョンは見え

ない。この現状と今後の取り組みは。 

（３）環境サミットを開催した町、国際観光地

として認知されている。町内に外国人向け一

時居住地など住環境整備のしくみ「サミット

特別地区」なる将来構想を持ち、外国人中心の

居住地域整備を民間の力と協力しながら進めて

はどうか。 

 

⑦ 
 



平成２４年第３回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ９番 
 下 道 英 明 

 

２．観光施設について 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

（１）サミット記念館、火山科学館、森林博物館、

財田自然体験ハウスなど各公共施設の直近の利

用状況と下期に向けて利用促進プランは。 

（２）当町の各施設利用者を観光客、修学旅行生

等に想定する運営が現状と思うが、他の自治体

では観光客重視から地元、周辺地域の人達をタ

ーゲットに運営状況が好転している事例が散見

される。近隣の学校関係、地元の人を対象とし

た施設利用に切り替えては。  

  

 

 ５番 
 板 垣 正 人 

 
１．町内の交通安全対策

について 
 
 
 
 
 
 
２．いじめ問題について 

 
（１）温泉珍小島付近の道道の安全対策を予定

より早期に改善すべきと思うが町の考えは。 
（２）全町内の道路の安全対策と安全点検を全

自治会・学校関係者等が協議できる組織を作

るべきと思うが町の考えは。 
（３）「ヒヤリ」・「ハット」情報の収集と情報提

供をするべきと思うが、町の考えは。 
 
（１）現在、町としていじめについてはどのよ

うな教育や対策を実施しているか。 
（２）いじめは常にあると認識し、そういう思

いで子供と接し教育すべきと思うが、町の考

えは。 
 

⑧ 
 

 １１番 
 沼 田 松 夫 

 
１．白菜切漬け（Ｏ157）
事件から我が町の現状

について 
 
 
 
 
 
 
 
２．安全な野菜作りのた

めに（牛糞に O157 が
あったのではと言われ

ているが）  

 
（１）漬物業者は当町にいるか。 
（２）食中毒の危険は色々な業種にあるが、食

品衛生の指導は誰が行っているのか。 
（３）生産物賠償責任保険は町内業者の加入率

はどのくらいか。 
（４）道の駅や水の駅で販売している業者はど

うか。町が施設賠責を問われることはないか。 
（５）ホテル・旅館などの賠責保険加入とその

内容はどうか。 
 
（１）牛の保菌状態を検査すべきではないか。 
（２）牛糞堆肥の完熟化を徹底すべきではない

か。 
（３）独自に野菜の安全基準をつくり、「わが町

の野菜は安全性を高める」べきではないか。 
 

⑨ 
 



平成２４年第３回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 １０番 
 越前谷 邦 夫 

 

１．官民一体となった地域

振興対策について 

 

  

  

 

 

２．人口減対策と定住、移

住対策について 

  

  

  

  

 

（１）町民参加型の協働・連携の町づくりの前進

策は。 

（２）洞爺地区の将来ビジョンを速やかに明確化

すべきと思うが。 

（３）洞爺地区の自然保全に向け、景観条例化を

計るべきと思うが。 

 

（１）職員は町づくりの基礎である。職員採用の

際、行政区域に居住することを採用条件にすべ

きと思うが。 

（２）定住、移住対策は他町村より遅れていると

思うが。 

  

⑩ 
 

 


